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6) Iとidiation と chemoth era p)。にそれ

















例は pineocytomatransitional form between pineo-



























































































































15) :YI RI Kて興味ある進展様式を認め
た小脳橋角部類上皮腫の 2例














































L. E. Becker 
レクチンと intermediate五lamentproteins ( ~FAP, 
cytokeratin, vimentin）を用いて，人正常脳，発達脳，
小児脳腫蕩を検討し以下の結果を得た．




3) ependymomaと choroidplexus papillomaの移
行型の細胞の存在が示唆された．
香川県立中央病院脳神経外科 4) medulloepitheliomaでは，神経管よりグリアへ分
。元木基嗣， 寓代真哉 化する過程は cytokeratin,vim en tin, <; F APの順で
西野繁樹，伊藤 輝一 陽性像を示した．





















部病変の生検lとより肝細胞癌の転移と診断され，腹部 部の悪性リンパ腫と診断され， 6°Coの 40Gyの照射lζ
CT，肝動脈撮影，超音波検査で肝右葉lこ腫蕩が確認さ より CT上腫蕩陰影は消失した.CHOP療法による












































湯亜全摘出術を行った.Astrocytoma, grade E 術後
6000 radsの対向照射を行い独歩退院した．経過観察中





























































CT scanで左 sphenoidalridge （，二仁川icmass lesion 
が認められ当科lζ紹介された.1987年7月28日， mぞn-
ingiomaの診断で腫場全摘出術を施行した．組織は
meningothelial meningiomaだった．術後経過良好で，
12月24日，軽快退院した．
29) Deep九’1vian:Vleningiomaの1例
高知医科大学 脳神経外科
。PatrickO. 
Eghwrudjakpor 
栗坂昌宏，森 惟明
頭蓋内に発生する髄膜腫は，硬膜または脳室脈絡叢
lζ付着しているのが一般的である．しかし，とのよう
な付着をもたない髄膜腫も稀ながら存在し， Cushing
はシルピウス裂内lζ発育したζの種の髄膜腫を2例経
験して， deepsylvian psammomeningiomaとして報告
している．今日までに20数例の報告があるが，十分な
補助検査と治療は最近の数例IC限られる．我々はこの
ような髄膜腫の1治験例を経験したので文献的考察を
加え報告する．
「悪性脳腫蕩の病態と治療」
熊本大学脳神経外科 生塩之敬教授
